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本年度の成果 

• データ収集システムの開発 

• キャンパスGISの構築 

• 霞ヶ浦湖岸地域を対象とした地域調査 

• フィールドワーク方法論の体系化 
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データと機能 





空間情報科学分野作成 



空間情報科学分野作成 
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霞ヶ浦湖岸地域 
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いかにまとめるか？ 
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フィールドワーク 

• フィールドワークとは？ 
  野外など現地での実態に即した調査・研究． 
  地域調査，野外調査ともいう．   
 
• なぜフィールドワークを行うのか？ 
  仮説を検証する． 

  仮説を構築する． 
 
  新しい事実や法則をみいだし，構造化・理論化を図る． 
      →帰納的思考！ 
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フィールドワークの伝統的手法 
• 観察，質問紙調査，聞き取り，観測 

フィールドワークの革新的手法 

空間情報技術を使って現地に出向かずにデータ
を収集（バーチャルフィールドワークの台頭） 

• 景観観察→ Google earth, Bing Mapなどを活用 

• 質問紙調査→インターネット・アンケート 

• 聞き取り→インターネット・インタビュー 

• 観測→自動モニタリング 

ブラックボックスからホワイトボックスへ！ 



パラダイムシフト 

• 少量データから大量データの取得へ 

• 集計的思考から非集計的思考へ 

• タイムラグからリアルタイムへ 

 

• データの共有と蓄積 

• データの公開と流通 

 



空間情報技術の進化 
 

GIS，GPS，RS, スマホなどを駆使した 
フィールドワーク 

• 「位置情報（3次元）＋時間」情報の付いた

データ（地理空間情報）を現地で取得しながら，
リアルタイムで空間可視化し分析を加え，み
んなで共有するとともに，即時公開（情報発
信）． 

 

 



キーはデータベース！ 

• データのソース 

   →聞き取り，観察，観測，アンケート， 

      各種台帳・個票，空中写真，衛星画像， 

  地域統計，古文書，古地図，etc. 

 

位置情報（緯度・経度）と時間情報でデータを管
理することが重要！ 



フィールドサイエンス 

• 方法論の科学（帰納的思考，一般性・法則性の追究） 

    →エビデンスやデータをもって語らしめる！ 

• 地域を対象にして，地理情報を取得・管理・分析・可視化・
流通・公開する汎用的方法を構築し，諸学問への応用の仕
方を探求する学問． 

• 地域をキーに，人文社会科学と自然科学をつなぐ学際的
領域． 

 

 

 
GIS技術が大きく貢献！ 



フィールドサイエンスの確立に向けて 

• 地域が舞台 
• 仮説検証＋仮説構築 
• 開放性と閉鎖性 
• 非集計思考と集計思考 
• 絶対的思考と相対的思考 
• 変化するもの，しないもの 
• 固有性と一般性 
• 誤差と残差 
• 比較と転移 
     etc. 



フィールドサイエンスは 
なにをめざすのか？ 

• 学問的貢献 
   ＊一般性の追究，隣接学問分野を結集 
   ＊空間パターン→空間プロセス→空間予測 
     →空間制御・管理の研究へ 

 
 

• 社会的貢献 
   ＊社会が求めるのは将来予測や今後のあり方 
   ＊帰納的思考・プロセス研究を通して，地域の政策や 
     計画へ積極的関与． 
   ＊フォアキャストではなくバックキャスト的思考 



ご清聴ありがとうございました 
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